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総
括

本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
11
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
重
度
障
害
者
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
今
定
例
会
で

上
程
さ
れ
た
が
、
改
正
に
至
っ

た
経
緯
を
伺
う
。

福
祉
部
長

　
重
度
障
害
者
医
療

費
助
成
は
医
療
機
関
を
受
診
し

た
際
の
保
険
診
療
の
自
己
負
担

分
を
助
成
す
る
制
度
で
、
県
が

２
分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
。

本
市
で
は
県
の
補
助
基
準
よ
り

も
、
年
齢
や
障
害
等
級
な
ど
対

象
範
囲
を
拡
大
し
、
医
療
費
を

助
成
し
て
い
る
。
一
方
高
齢
化

の
進
行
に
よ
る
「
親
な
き
後
問

題
」
や
重
度
重
複
障
が
い
者
の

支
援
体
制
な
ど
の
課
題
の
顕
在

化
、
障
が
い
者
の
自
立
や
社
会

参
加
が
進
み
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
就
労
支
援
の
ニ
ー
ズ
も
増

加
し
て
い
る
。
重
度
障
害
者
医

療
費
助
成
も
含
め
、
本
市
の
障

が
い
福
祉
施
策
を
見
直
し
、
評

価
す
べ
き
事
業
へ
転
換
・
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
重
度
障
害
者

医
療
費
助
成
を
持
続
可
能
な
制

度
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
就
労
移
行
支
援
や
就
労
継

続
支
援
の
拡
充
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

福
祉
部
長

　
一
般
就
労
を
希
望

す
る
障
が
い
者
に
、
就
労
に
必

要
な
訓
練
や
適
性
に
合
っ
た
職

場
探
し
な
ど
を
支
援
す
る
就
労

移
行
支
援
や
、
一
般
就
労
が
困

難
な
人
に
働
く
場
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
就
労
に
必
要
な
知

識
、
能
力
の
向
上
を
図
る
就
労

継
続
支
援
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
費
を
拡
充
し
、
障
が

い
者
の
権
利
と
意
思
決
定
を
尊

重
し
な
が
ら
就
労
を
促
進
す

る
。
ま
た
、
令
和
７
年
10
月
に

施
行
予
定
の
障
が
い
者
本
人
の

希
望
を
重
視
し
、
就
労
先
や
働

き
方
に
つ
い
て
、
よ
り
よ
い
選

択
を
す
る
た
め
の
就
労
選
択
支

援
制
度
に
対
応
し
、
障
が
い
者

の
希
望
に
沿
っ
た
就
労
を
よ
り

一
層
支
援
し
て
い
く
。

政
策
的
医
療
の
課
題 

感
染
症
病
床
に
つ
い
て

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

で
は
、
平
塚
市
民
病
院
は
一
般

病
床
を
最
大
70
床
ま
で
広
げ
て

対
応
し
た
。
市
民
病
院
が
有
す

る
感
染
症
病
床
６
床
は
設
置
以

来
、
何
度
か
感
染
症
患
者
の
入

院
や
訓
練
で
使
用
し
て
い
る

が
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長

　
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ

う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
し
、

当
院
の
感
染
病
棟
で
は
対
応
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
一
般
病

床
を
利
用
し
て
対
応
し
た
。
現

在
も
引
き
続
き
一
般
病
床
を
利

用
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い

る
。
今
後
、
新
興
感
染
症
や
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
応
す
る
医
療

従
事
者
の
安
全
性
を
確
保
し
つ

清
風
ク
ラ
ブ

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

問
　
新
し
い
農
業
を
平
塚
か
ら

発
信
す
る
初
年
度
と
な
っ
た
令

和
２
年
度
か
ら
の
ス
マ
ー
ト
農

業
導
入
支
援
の
実
績
は
、
２
年

度
か
ら
４
年
度
で
合
計
51
件
の

交
付
で
１
億
８
７
５
５
万
５
千

円
だ
っ
た
。
５
年
度
の
実
績
と

６
年
度
の
実
績
予
定
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　
ス
マ
ー
ト
農

業
導
入
支
援
の
５
年
度
の
実
績

は
10
件
の
交
付
で
、
２
０
３
０

万
５
千
円
、
６
年
度
は
９
件
の

交
付
で
５
１
０
万
６
千
円
を
予

定
し
て
い
る
。

問
　
２
年
度
か
ら
４
年
度
で
は

51
件
の
交
付
が
あ
り
、
直
進
ア

シ
ス
ト
機
能
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー

の
申
請
が
24
件
あ
っ
た
が
、
５

年
度
と
６
年
度
で
は
ゼ
ロ
件

だ
っ
た
。
農
業
者
に
話
を
聞
く

と
、
直
進
ア
シ
ス
ト
機
能
付
き

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
挑
戦
を
し
た

い
人
が
多
い
と
感
じ
る
。
広
く

農
業
者
に
挑
戦
を
し
て
も
ら
う

た
め
、
農
業
者
が
望
む
も
の
に

補
助
を
付
け
る
こ
と
が
、
よ
り

寄
り
添
う
支
援
に
な
る
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　
現
在
、
制
度

設
計
の
見
直
し
を
し
て
お
り
、

7
年
度
に
向
け
て
、
農
業
者
の

声
を
生
か
し
た
制
度
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
医
療
福
祉
拠
点 

整
備
モ
デ
ル
地
区
事
業 

(

高

村

地

区

)

問
　
南
街
区
の
具
体
的
な
施
設

概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長

　
医
療
街
区
に
は
、

令
和
7
年
７
月
に
内
科
の
外
来

診
療
機
能
を
有
す
る
病
床
数
２

３
６
床
の
慢
性
期
病
院
を
、
８

月
に
は
入
所
１
０
０
名
、
通
所

30
名
を
定
員
と
す
る
介
護
老
人

保
健
施
設
が
開
所
す
る
予
定
で

あ
る
。
福
祉
街
区
で
は
現
在
、

基
礎
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

７
年
度
中
に
本
入
所
29
床
、
短

期
入
所
10
床
の
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
が
整
備
さ
れ

る
。

問
　
地
域
か
ら
提
出
さ
れ
た
要

望
書
だ
が
、
受
け
取
っ
た
地
域

の
声
や
思
い
を
実
現
す
る
こ
と

問
　
平
塚
市
地
域
防
災
計
画

（
改
訂
素
案
）
は
、
近
年
国
内

で
発
生
し
た
自
然
災
害
へ
の
対

応
な
ど
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減

災
対
策
の
実
効
性
を
高
め
る
各

種
施
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る

目
的
で
今
般
改
訂
す
る
が
、
避

難
所
の
備
蓄
品
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
備
蓄
計

画
に
基
づ
き
飲
料
水
や
食
料
、

液
体
ミ
ル
ク
、
衛
生
用
品
、
簡

易
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
令
和
６
年

度
は
能
登
半
島
地
震
を
教
訓

に
、
水
や
ト
イ
レ
に
関
す
る
物

品
を
拡
充
し
た
。
７
年
度
も
、

簡
易
テ
ン
ト
の
拡
充
や
ポ
ー
タ

ブ
ル
蓄
電
池
の
配
備
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

問
　
能
登
半
島
地
震
で
は
多
く

の
家
屋
が
倒
壊
し
た
。
本
市
住

宅
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
５
年
度

末
時
点
の
概
算
値
で
、
93
・
４

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

問
　
本
計
画
で
は
平
時
か
ら
の

水
、
ト
イ
レ
、
食
料
な
ど
の
備

蓄
に
関
す
る
防
災
知
識
の
普
及

啓
発
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ

た
と
あ
る
が
、
市
民
へ
の
普
及

啓
発
の
方
法
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
地
域
の

自
主
防
災
組
織
や
学
校
、
事
業

所
な
ど
が
実
施
す
る
防
災
訓
練

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
日

頃
の
備
え
の
重
要
性
を
継
続
的

に
呼
び
か
け
、
防
災
意
識
の
普

及
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
自
治
会
で
行
う
防
災
訓
練

が
固
定
化
さ
れ
、
参
加
人
数
が

少
な
い
が
、
対
策
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
訓
練
内

容
に
つ
い
て
は
最
近
起
こ
っ
た

災
害
の
話
や
、
派
遣
さ
れ
た
職

員
の
講
話
な
ど
を
地
域
役
員
に

提
案
し
て
い
る
。
今
後
も
多
く

の
人
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
。

問
　
避
難
者
の
受
付
や
罹
災
証

明
発
行
時
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
す
る
考
え
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
被
災
者

へ
の
各
種
支
援
や
、
広
域
避
難

時
の
受
け
入
れ
先
自
治
体
と
の

円
滑
な
情
報
共
有
な
ど
に
お
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は

有
効
で
あ
る
。
災
害
発
生
後
は

来
庁
が
困
難
な
人
が
増
え
、
よ

り
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
必

要
も
生
じ
る
。
今
後
も
円
滑
な

支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
、
国

や
被
災
自
治
体
の
取
り
組
み
事

例
な
ど
を
参
考
に
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
を

続
け
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問

　
Ａ
Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ａ
湘
南
バ
ン
ク
に
つ
い
て
　

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
自
殺

に
つ
い
て
　
部
活
動
の
地
域
展

開
に
つ
い
て
　
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
稼
働
に
つ
い
て

つ
、
感
染
症
全
般
へ
の
確
実
な

対
応
と
効
率
的
な
医
療
の
提
供

を
成
り
立
た
せ
る
施
設
の
整
備

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
感
染
症
病
床
の
柔
軟
な
活

用
は
、
制
度
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長

　
使
用

し
て
い
な
い
感
染
病
棟
は
か
な

り
無
駄
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

将
来
的
に
感
染
症
病
床
も
活
用

で
き
る
工
夫
を
し
て
い
き
た
い

が
、
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問

　
こ
ど
も

発
達
支
援
室
　
市
民
病
院
・
施

設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

清 風ク ラ ブ 所 属 議 員

坂間 正昭 議長

片倉 章博 議員

数田 俊樹 議員

野崎 審也 議員

能
登
半
島
地
震
を

踏
ま
え
た
防
災
対
策黒

部 

栄

三 

議
員

も
っ
と
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
に
。

須

藤 

量

久 

議
員

重
度
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成

佐

藤 

貴

子 
議
員

は
重
要
で
あ
る
。
要
望
の
多

か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な

ど
の
移
動
手
段
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
先
進
事
例
も
参
考
に
持

続
可
能
な
移
動
手
段
を
地
域
と

と
も
に
引
き
続
き
検
討
す
る
と

し
て
い
る
。
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
新
た
な
移
動
手
段
を
導
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
例
え
ば
、

市
民
病
院
行
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
高
村
地
区
へ
乗
り
入
れ
る
な

ど
の
考
え
を
伺
う
。

福
祉
部
長

　
神
田
地
区
と
平
塚

市
民
病
院
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
は
、
運
行
開
始
か
ら
20
年
が

経
過
し
て
お
り
、
沿
線
地
域
や

利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
。
高
村
地
区
か
ら

は
、
他
地
域
の
公
共
施
設
に
つ

な
が
る
交
通
手
段
の
確
保
を
と

の
声
が
あ
り
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
高
村
地
区
へ
の
乗
り
入
れ
を

視
野
に
入
れ
、
路
線
バ
ス
運
行

事
業
者
な
ど
と
の
調
整
を
図

り
、
再
編
を
進
め
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問

　
第
３
期

平
塚
市
教
育
振
興
基
本
計
画
～

奏
プ
ラ
ン
Ⅲ
～
（
素
案
）
か
ら

　
第
２
次
平
塚
市
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
指
針
・
令
和
７
年

度
実
施
計
画
に
つ
い
て
　
ス
ク

ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
）
対
策


